
令和４年 東松山市

②作成編

（避難確保計画作成）

要配慮者利用施設の

避難確保計画の作成について
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・この資料は、計画をつくる前に知っておいていただきたいことや、

実際の計画のつくりかたについて解説します。

①学習編（別冊）：

計画作成の必要性や東松山市の水害リスク、

避難行動のタイミングと役割分担について解説します。

②作成編：

実際に、避難確保計画の作成方法について解説します。

はじめに

・避難確保計画とは、施設周辺が大雨などで浸水するおそれがある場合、

避難経路や避難所、避難行動の役割分担などをあらかじめ決めておくことで、

いざという時に、要配慮者利用施設利用者の安全を確保するための計画です。

 要配慮者利用施設の「避難確保計画」とは

 避難確保計画の作成手順について
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■ 目次

編 No. 内容 ページ

①
学
習
編
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別
冊
）

ス
テ
ッ
プ
１

避難確保計画作成の必要性
P.３～
（別冊）

ス
テ
ッ
プ
２

東松山市の水害リスク
P.８～
（別冊）

ス
テ
ッ
プ
３

避難行動のタイミングと役割分担
P.１９～
（別冊）

②
作
成
編

ス
テ
ッ
プ
４

避難確保計画の作成方法【作成編】 P.３～

ス
テ
ッ
プ
５

計画の提出について P.２０～

本
資
料
は
こ
ち
ら
で
す
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【ステップ４】

避難確保計画の作成方法
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はじめに

■【（白紙）避難確保計画のひな形】は記入例を参考に作成してください。

印刷はＡ4サイズで行います。

【（白紙）避難確保計画のひな形・記入例】を準備しましょう！

■ 施設周辺の浸水深や浸水継続時間を確認し、避難先や避難経路を決めます。

水害ハザードマップ（p12～）・・・最大浸水深を確認します。

避難先となる指定緊急避難所等や危険な区域等が確認できます。

安全な避難経路を確認します。

洪水浸水想定区域図（p31～）・・・浸水継続時間を確認します。

場所によって複数の流域の浸水想定区域となっている場合もあ

るため、最大の浸水継続時間を確認します。

東松山市ハザードマップを確認しましょう！



■ 図は、浸水深と浸水継続時間の2種類あります。

・浸水深の図では施設周辺で水がどの程度の高さまで上がるかが確認できます。

※水害ハザードマップ（p12～）は浸水深の図を重ねて最大浸水深を示したものです。

・浸水継続時間の図では、水が引くまでにどの程度時間がかかるのか確認できます。
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はじめに
洪水浸水想定区域図（ハザードマップｐ３１～）の見方
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はじめに

◆避難確保計画作成の手引き 解説編

・様式の作成に当たって必要な解説が記載

されています。様式の作成で不明な点等

があった場合に参考となります。

https://www.mlit.go.jp/river/bousa
i/main/saigai/jouhou/jieisuibou/pd
f/kaisetsu.pdf

■ 避難確保計画を作成で参考となる資料です。必要に応じて確認してください。

その他の参考資料について

◆要配慮者利用施設における避難に

関する計画作成の事例集

・避難確保計画の作成事例集です。

・水害リスクや施設利用者等の特性を踏まえ

た検討経緯も詳細に整理されています。

https://www.bousai.go.jp/oukyu/hina
nkankoku/pdf/hinanjireishu.pdf

https://www.mlit.go.jp/river/bousai/main/saigai/jouhou/jieisuibou/pdf/kaisetsu.pdf
https://www.bousai.go.jp/oukyu/hinankankoku/pdf/hinanjireishu.pdf


消防計画など、既存の災害

に関する計画に追記するこ

とも可能です。（要配慮者利

用施設の管理者等の避難確保

計画の作成等の義務化につい

て p8）
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はじめに

◆既存の計画への追記による避難確保計画の作成

その他の参考資料について

https://www.mlit.go.jp/common/001189358.pdf

https://www.mlit.go.jp/common/001189358.pdf
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ここから、実際に避難確保計画
を作成していきましょう。



9

【作成方法】目次

■避難確保計画として

作成する資料の目次です。

・１～8と別紙の【施設周辺の

避難地図】は合わせて市に提出

してください。

・９～１３と別添、別表１は、

市への提出は不要ですが、作成

していざというときに備える

ことが重要です。

・自衛水防組織を設置しない

場合には、８（様式６）の提出

は不要です。
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■自衛水防組織については、次のページで解説します。

ポイント！

避難確保計画 ２ページ

【作成方法】 （P.２） ３ 防災体制（様式２）

■「３ 防災体制」の前段部分で、自衛水防組織の設置状況を選択します。

・設置済みの場合は、記載例p12・p13の「自衛水防組織活動要領」等が必要です。

・設置しない場合は、記載例p10の「防災体制一覧表（様式１２）」が必要です。

当てはまる方にチェックを入れる



《自衛水防組織を設置する場合》 《自衛水防組織を設置しない場合》

↓

避難誘導班 避難誘導要員

（参考）自衛水防組織を設置している場合としていない場合の組織図

管理権限者 管理権限者

統括管理者

総括・情報班 情報収集伝達要員
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【作成方法】 （参考）自衛水防組織とは

■要配慮者利用施設は、自衛水防組織の設置の努力義務が課せられています。

（水防法第15 条の 3 第 6 項）

■自衛水防組織とは、施設の職員等により組織し、あらかじめ定める計画に基づき、

「統括管理者」の指揮のもと各構成員がそれぞれの役割に応じて、施設利用者の

避難誘導や施設への浸水防止活動を行うものです。

■自衛水防組織は、施設利用者の安全確保のための体制であり、設置することが

望ましいと考えられます。
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【作成方法】 （P.２） ３ 防災体制（様式２）

■「３ 防災体制」の下段部分では、自治体等からの情報を基に、

いつ（体制確立の判断時期）、何（活動内容）を、だれが（対応班）するか

について記載します。体制確立の判断基準となる河川（観測所）は東松山市ハザードマッ

プ等を参考に決めてください。

□をクリックし、チェックを入れます

■活動内容は例であるため、独自に内容を記載しても問題ありません。

施設の状況に応じて必要な活動内容を記載してください。

ポイント！
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【作成方法】（参考） 避難情報の発令基準 出典：東松山市ハザードマップ

気象庁が発表

東松山市が発令
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【作成方法】 （P.14） 別紙 施設周辺の避難地図の作成

避難確保計画で立退き避難（水平避難）の避難先・避難方法について示すことになるた

め、まずは、別紙【施設周辺の避難地図】（記載例 p14）を作成します。

避難先や避難経路の安全性確認のために、東松山市水害ハザードマップ等を参考にしま

す。施設周辺の浸水想定の深さや過去の道路冠水箇所を確認しましょう。

また、状況に応じて避難先を選択できるように、複数の避難先を検討する必要がありま

す。

■ 自分の施設周辺で想定される浸水深と、施設の高さ（階数）

を比較してみて下さい。

■ 例えば、平屋建てで浸水深3.0m以上の所に建っている場合は、天井まで浸かることが考

えられるため、安全な場所への早急な避難の必要性が高いと考えて下さい。

ポイント！
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■ 災害時は、市からの避難所開設情報を確認しましょう。

■ 施設利用者の避難生活環境確保の観点から、提携先の

施設や知り合いの施設などは有力な候補となります。

ポイント！

【作成方法】 （P.14） 別紙 施設周辺の避難地図

■ 洪水や土砂災害の区域に入っていない避難所を避難先として設定してください。

■ ハザードマップ（ｐ１１）の避難所施設一覧に利用可能な施設が記載されています。

※市の川小、新宿小、青鳥小、北中、南中、東中避難所は、
水害時には開設されません。



ポイント！
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自分の施設

設定した避難場所

徒歩
車

経路①
経路②

【作成方法】 （P.14） 別紙 施設周辺の避難地図（避難経路を記入）

■ ハザードマップ等に、【自分の施設に〇】【避難先に〇 】の印をつけましょう。

■ シールを貼った後は、避難経路（手段）を記入しましょう。

■一つの避難先への移動経路に

ついて、複数ルートを設定

できないかを考えてみましょう。

■設定した避難経路について、

大雨時の通行しやすさ（浸水や

土砂災害などの危険性がないか、

交通量の多い交差点がないか等）

を確認しましょう。



■キレイな図面とする必要はなく、施設の方々が以下を
共有できる資料であることが大切です。

○避難先と経路がわかること。
○避難時に気をつけておきたいこと。
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ポイント！

検討した避難先を記入

避難先・避難経路（手段）を記入したハザー
ドマップや洪水浸水想定区域図を貼付けてくだ
さい。
または、枠内に「別添としてハザードマップ

提出」と記入し、避難場所・経路を記入したハ
ザードマップを提出してください。

【作成方法】 （P.14） 別紙 施設周辺の避難地図（避難経路図作成）

■ハザードマップや洪水浸水想定区域図上に

避難先、避難経路が記入出来たら、

「別紙 施設周辺の避難地図」にまとめましょう。

■別紙の作成が終わったら、 「４ 情報収集及び伝達」

と「５ 避難誘導」に、避難先、避難手段を記入して

ください。

避難確保計画 １４ページ



【作成方法】（参考） ハザードマップポータルサイトを使った別紙の作成

（避難場所）
●●●中学校

●●●●
(施設名）

（避難経路）
国道●号線を通行

避難経路図（イメージ図）
印刷

作図機能

印刷等は、
「その他」
ボタンから

◇マーカー：施設位置を設定
◇線を追加：避難経路を設定

18

■重ねるハザードマップの作図機能でも、

自施設や避難先、避難経路を追加することが

出来ます。距離計測も可能です。

■作成した地図を印刷するか、画像データ

として保存し、別紙に添付して下さい。
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【作成方法】 （P.３） ４ 情報収集及び伝達（様式３）
（P.５） ５ 避難誘導（様式４）

■ 複数の情報収集及び連絡方法を確保することが望ましいです。

■ 連絡網も計画と共に保管し、定期的に見直します。

ポイント！

■「４ 情報収集及び伝達」では、①事前の体制確認、②情報収集方法、

③情報伝達に関する事項（伝達先、伝達内容、伝達方法）、④立退き

避難（水平避難）する場合の避難先を記載します。

■ 「５ 避難誘導」では、立ち退き避難（水平避難）する場合の

①避難先や、②避難場所までの避難経路・移動手段を記載します。
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【ステップ５】

計画の提出について



提出方法：持参、郵送又は電子メール
提出部数：2部 ※ 持参又は郵送の場合

計画提出先・相談窓口

避難確保計画の提出について

■避難確保計画を一通り記入したら、職員の皆様で再度検討して下さい。

■避難先や避難経路、移動距離、移動手段、避難時に気をつけておきたいこと等、

施設職員、利用者の皆様で共有することが大切です。

【東松山市 市民生活部 危機管理防災課】
TEL ：0493－２１－１４０５
FAX ：0493－２２－７７９９
MAIL ：KIKIKANRIBOSAIKA@city.higashimatsuyama.lg.jp
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